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水
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○
東
京
都
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会
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会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
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◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
下

水
道
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
十
六
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条

中
第
十
二
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
本
文
」
を

「
第
十
項
本
文
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
九

項
を
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、
「
第
十
六
項
」
を
「
第

十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
五
項
各
号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
都
の
臨
時
的
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
退
職
後
引
き
続

き
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
当
該
採
用
さ
れ
た
年
の
年
次
有
給
休
暇
の

日
数
は
、
当
該
採
用
さ
れ
た
日
の
前
日
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
数
の
う
ち
そ
の
年
度
に
付
与

さ
れ
た
も
の
に
、
当
該
採
用
さ
れ
た
月
に
応
じ
、
別
表
第
二
の
三
に
定
め
る
日
数
を
加
え
た
も
の
と

す
る
。

第
三
十
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
八
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
十
七
条
第
九
項
第
二
号
イ
」
に
改
め

る
。第

三
十
一
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
時
間
を
単
位
と
す
る
介
護
休
暇
を
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
す
る
日
の
他

の
休
暇
（
前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
職
務
専
念
義
務
の
免
除
等
及
び
当
該
介
護
休
暇
に

よ
り
そ
の
日
の
全
て
の
正
規
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
日
の

当
該
介
護
休
暇
は
承
認
し
な
い
。

第
三
十
一
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
二
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
別
休
暇
等
の
特
例
）

第
三
十
二
条
の
二

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
職
員
（
臨
時
的
任
用
職
員

を
除
く
。
）
に
採
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
採
用
さ
れ
た
年
に
お
け
る
第
十
八
条
、
第
十
九

条
、
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
以
前
の
勤
務
と

当
該
採
用
以
後
の
勤
務
と
が
継
続
す
る
も
の
と
み
な
す
。
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。
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た
だ
し
、
東
京
都
の
常
勤
の
職
を
退
職
し
た
者
が
引
き
続
き
再
任
用
職
員
又
は
任
期
付
職
員
等
に
採

用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
十
九
条
の
規
定
（
長
期
勤
続
休
暇
に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
八

項
ま
で
の
改
正
規
定
は
同
年
一
月
一
日
か
ら
、
次
項
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
第
三
十
一
条
（
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規

程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
の
申
請
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
一
号

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東

京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇

の
日
数
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

一

同
一
会
計
年
度
内
に
お
い
て
、
東
京
都
の
会
計
年
度
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
在
職
す
る
期

間
満
了
後
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
（
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用

職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
号
）
第
五
条

第
二
項
に
規
定
す
る
任
期
の
更
新
を
し
た
と
き
を
含
む
。
）

当
該
任
用
以
前
の
勤
務
と
当
該
任

用
以
後
の
勤
務
と
が
継
続
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
当
該
任
用
の
日
以
後
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
日
数
か
ら
、
当
該
年
度
内
で
使
用
し
た
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数

二

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
（
会
計
年
度
任
用
の
職
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
臨
時
的
に
任
用
（
以
下
「
臨
時
的
任
用
」
と
い
う
。
）
さ
れ
る
職
員
を
除

く
。
）
に
あ
っ
た
者
が
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
又
は
東
京
都
の
会
計
年

度
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
在
職
す
る
期
間
の
中
途
に
お
い
て
退
職
後
引
き
続
き
職
員
と
し
て

新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合

新
た
に
職
員
に
任
用
さ
れ
た
日
（
以
下
「
任
用
日
」
と
い
う
。
）
前

一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
に
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日

（
以
下
「
前
付
与
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
任
用
日
の
前
日
ま
で
の
月
数
を
十
二
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
日
単
位
に
切
り
上
げ
た
日
数
）
に
、

前
付
与
日
前
一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
の
う
ち
使
用
し
な
か
っ

た
日
数
並
び
に
所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間
及
び
任
用
日
の
属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、

別
表
第
三
に
定
め
る
日
数
を
加
え
た
日
数
（
前
付
与
日
前
一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
日
が
任
用
日
前
二
年
以
前
の
日
で
あ
る
場
合
は
、
前
付
与
日
前
一
年
の
期
間

内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
の
う
ち
使
用
し
な
か
っ
た
日
数
を
差
し
引
い
た
も

の
）
か
ら
、
前
付
与
日
か
ら
任
用
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数

三

東
京
都
の
会
計
年
度
任
用
の
職
に
あ
っ
た
者
が
当
該
任
用
の
期
間
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
に

お
い
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
任
用
さ
れ
た
年
度
に

お
い
て
引
き
続
き
在
職
す
る
期
間
が
十
二
月
に
満
た
な
い
場
合

所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間

及
び
任
用
の
日
の
属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、
別
表
第
三
に
定
め
る
日
数

四

東
京
都
の
臨
時
的
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
当
該
任
用
の
期
間
満
了
後
引
き
続
き
職
員
と
し

て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合

当
該
任
用
の
日
の
前
日
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
数
の
う
ち

同
日
の
属
す
る
年
度
に
付
与
さ
れ
た
も
の
に
、
所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間
及
び
任
用
の
日
の

属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、
別
表
第
三
に
定
め
る
日
数
を
加
え
た
日
数

第
十
三
条
中
「
か
ら
引
き
続
き
職
員
に
」
を
「
に
あ
っ
た
者
が
当
該
任
用
の
期
間
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
に
お
い
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
」
に
、
「
当
該
年
度
に
付
与
さ
れ
た
」
を
「
当
該
任

用
の
日
の
前
日
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
、
「
、
使
用
し
な
か
っ
た
日
数
」
を
「
同
日
の
属
す

る
年
度
に
付
与
さ
れ
た
も
の
」
に
、
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
四
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号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
育
児
時
間
」
の
下
に
「
、
出
産
支
援
休
暇
、
育
児
参
加
休
暇
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
う
ち
」
の
下
に
「
、
出
産
支
援
休
暇
、
育
児
参
加
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
出
産
支
援
休
暇
）

第
十
九
条
の
二

出
産
支
援
休
暇
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
育
児
参
加
休
暇
）

第
十
九
条
の
三

育
児
参
加
休
暇
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す

る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
常
勤
の
職
又
は
一
般
職
の
非
常
勤
の
職
」
を
「
い
ず
れ
か
の
職
」
に
改
め
、
「
第
二

十
五
条
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
七
条
」
を
加
え
、
「
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理

規
程
第
三
号
）
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
の
改
正
規
定
、
第
十

九
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定

は
同
年
一
月
一
日
か
ら
、
次
項
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
規
程
第
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
出
産
支
援
休
暇
及
び
同
規
程
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
育

児
参
加
休
暇
に
係
る
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
二
号

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七

年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
を
第
七
号
と
し
、
第

三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
出
産
支
援
休
暇
を
承
認
さ

れ
て
い
る
場
合

六

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
育
児
参
加
休
暇
を
承
認
さ

れ
て
い
る
場
合

第
九
条
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
妊
娠
出
産
休
暇
を
承
認
さ
れ
て

い
る
場
合

第
九
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
局
長
が
別
に
定
め
る
場
合

第
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
三
号

東
京
都
下
水
道
局
会
計
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

神

山

守

東
京
都
下
水
道
局
会
計
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
会
計
事
務
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
た
だ
ち
に
納
入
通
知
書
」
を
「
直
ち
に
納
入
通
知

書
（
納
入
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
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「
送
付
」
の
下
に
「
（
電
磁
的
記
録
に
あ
つ
て
は
送
信
。
次
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四

条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
口
頭
」
を
「
、
口
頭
」
に
改
め

る
。第

三
十
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
一
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
納
付
受
託
者
に
よ
る
納
付
に
よ
る
収
納
）

第
三
十
四
条
の
二

部
及
び
所
の
長
は
、
納
入
者
が
指
定
納
付
受
託
者
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
収
納
金
の
納
付
を
委
託
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
納
付
受
託
者
か
ら
、
収
納
金
を

領
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
及
び
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
収
納
を
す
る
場
合
、
当
該
指
定
納
付
受
託
者
に
納
入
通

知
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

指
定
納
付
受
託
者
及
び
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

の
要
件
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
七
条
の
二
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
局
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
公
金
の
徴
収
又
は
収
納
事
務
の
委
託
）

第
三
十
四
条
の
三

局
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
営
企
業
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
金
の
徴
収
又

は
収
納
の
事
務
を
私
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

徴
収
又
は
収
納
の
事
務
を
私
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
、
局
の
収
入
の
確
保
及
び
下
水
道
使
用
者

等
の
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二

徴
収
又
は
収
納
の
事
務
を
委
託
す
る
私
人
が
当
該
徴
収
又
は
収
納
の
事
務
を
遂
行
す
る
の
に
十

分
な
能
力
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
私
人
に
よ
る
公
金
の
保
管
等
が
安
全
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合

２

徴
収
又
は
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
四
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
徴
収
し
、
又
は
収
納
し
た
公
金
を
局
長
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
当
該

公
金
の
明
細
を
示
す
計
算
書
（
当
該
計
算
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
含

む
。
）
を
添
え
て
、
納
付
書
に
よ
り
局
長
が
指
定
す
る
金
融
機
関
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
（
議
）

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
六
号

東
京
都
議
会
議
会
局

東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

第
一
条
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
職
員
の
年
次
有
給
休
暇

の
日
数
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
と
す
る
。

一

同
一
会
計
年
度
内
に
お
い
て
、
東
京
都
の
会
計
年
度
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
在
職
す
る
期

間
満
了
後
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に

関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
四
号
）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任

期
の
更
新
を
し
た
と
き
を
含
む
。
）

当
該
任
用
以
前
の
勤
務
と
当
該
任
用
以
後
の
勤
務
と
が
継

続
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
当
該
任
用
の
日
以
後
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
数
か
ら
、

当
該
年
度
内
で
使
用
し
た
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数

二

東
京
都
の
い
ず
れ
か
の
職
（
会
計
年
度
任
用
の
職
及
び
臨
時
的
任
用
の
職
を
除
く
。
）
に
あ
っ

た
者
が
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
又
は
東
京
都
の
会
計
年
度
任
用
の
職
に

在
職
す
る
者
が
在
職
す
る
期
間
の
中
途
に
お
い
て
退
職
後
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ

れ
る
場
合

新
た
に
職
員
に
任
用
さ
れ
た
日
（
以
下
「
任
用
日
」
と
い
う
。
）
前
一
年
の
期
間
内

に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
に
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
（
以
下
「
前
付
与

日
」
と
い
う
。
）
か
ら
任
用
日
の
前
日
ま
で
の
月
数
を
十
二
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
た
日
数
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（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
日
単
位
に
切
り
上
げ
た
日
数
）
に
、
前
付
与
日
前

一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
の
う
ち
使
用
し
な
か
っ
た
日
数
並
び

に
所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間
及
び
任
用
日
の
属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、
別
表
第
三
に

定
め
る
日
数
を
加
え
た
日
数
（
前
付
与
日
前
一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ
れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇

の
付
与
日
が
任
用
日
前
二
年
以
前
の
日
で
あ
る
場
合
は
、
前
付
与
日
前
一
年
の
期
間
内
に
付
与
さ

れ
て
い
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
の
う
ち
使
用
し
な
か
っ
た
日
数
を
差
し
引
い
た
も
の
）
か
ら
、

前
付
与
日
か
ら
任
用
日
の
前
日
ま
で
に
使
用
し
た
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数

三

東
京
都
の
会
計
年
度
任
用
の
職
に
あ
っ
た
者
が
当
該
任
用
の
期
間
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
に

お
い
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
任
用
さ
れ
た
年
度
に

お
い
て
引
き
続
き
在
職
す
る
期
間
が
十
二
月
に
満
た
な
い
場
合

所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間

及
び
任
用
の
日
の
属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、
別
表
第
三
に
定
め
る
日
数

四

東
京
都
の
臨
時
的
任
用
の
職
に
在
職
す
る
者
が
当
該
任
用
の
期
間
満
了
後
引
き
続
き
職
員
と
し

て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
場
合

当
該
任
用
の
日
の
前
日
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
数
の
う
ち

同
日
の
属
す
る
年
度
に
付
与
さ
れ
た
も
の
に
、
所
定
の
勤
務
日
数
、
在
職
期
間
及
び
任
用
の
日
の

属
す
る
在
職
す
る
期
間
に
応
じ
、
別
表
第
三
に
定
め
る
日
数
を
加
え
た
日
数

第
十
三
条
第
一
項
中
「
か
ら
引
き
続
き
職
員
に
」
を
「
に
あ
っ
た
者
が
当
該
任
用
の
期
間
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
に
お
い
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
新
た
に
」
に
、
「
当
該
年
度
に
付
与
さ
れ
た
」
を

「
当
該
任
用
の
日
の
前
日
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
、
「
、
使
用
し
な
か
っ
た
日
数
」
を
「
同

日
の
属
す
る
年
度
に
付
与
さ
れ
た
も
の
」
に
、
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号

及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
育
児
時
間
」
の
下
に
「
、
出
産
支
援
休
暇
、
育
児
参
加
休
暇
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
う
ち
」
の
下
に
「
、
出
産
支
援
休
暇
、
育
児
参
加
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
出
産
支
援
休
暇
）

第
十
九
条
の
二

出
産
支
援
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
二
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
育
児
参
加
休
暇
）

第
十
九
条
の
三

育
児
参
加
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
常
勤
の
職
又
は
一
般
職
の
非
常
勤
の
職
」
を
「
い
ず
れ
か
の
職
」
に
改
め
、
「
第
二

十
五
条
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
七
条
」
を
加
え
、
「
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令

第
四
号
）
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
の
改
正
規
定
、
第
十

九
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定

は
同
年
一
月
一
日
か
ら
、
次
項
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
規
程
第
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
出
産
支
援
休
暇
、
同
規
程
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
育

児
参
加
休
暇
及
び
同
規
程
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
に
係
る
請
求
等
は
、
こ
の
訓
令
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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